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 A cluster is a geographically proximate group of interconnected companies and associated institutions in a particular 
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 １つは、グローバル経済下で「立地の役割 role of location」が新たに認識されたこと。企業レベルの競争と戦略
competition and strategy にとっても、国や州の競争力 competitiveness of nations and states にとっても、立地が大き








  new roles of clusters in competition have taken on growing importance in an increasingly 
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such connections are fundamental to competition,to productivity,and,especially,to the direction and 
pace of new business formation and innovation.7) 
  つまり、クラスターへの参加企業は別の産業に属している企業が多く、したがって競争ではなく共通の関心分
野における調整や相互の改善を図るチャンスが多い。クラスター構成員で、「建設的かつ効率的な対話を行う場





 ①関連・支援産業 related and supporting industries・・・有能な供給業者や競争力ある関連産業の存在。クラス
ターはこれを指すが、ダイヤモンドの相互作用を示すと考えるべき。 
  ②要素（投入資源）条件 factor(input)conditions・・・要素の量とコスト＝自然資源、人的資源、資本、物的イン
フラ、行政インフラ、情報インフラ、科学技術インフラ。これにより、要素の質と専門化が決まる。 
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資源の取り合いによる費用の上昇もありうるが。                       
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Government should aim to reinforce the development and upgrading of all clusters,not choose among them.13) 
「政府は、新しいクラスターをゼロから創り出そうとするのではなく、既存のクラスター、新興のクラスターを
強化し、それをもとにした政策を行うべきである。」14) Government should reinforce and build on established 
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  ②クラスターのグレードアップに対する障害の排除、制約の撤廃に力点が置かれている。 
  ③構造的に、国内・州内のすべてのクラスターを対象としている－クラスター間に優先順位をつけない。 
  ④クラスターの範囲が適切である。 
  ⑤クラスター参加者や関連機関が幅広く参加している。 
  ⑥民間部門が主導権を握っている。政権交替等で断絶しては発展しない。 
  ⑦人と人のつながりを重視している close attention to personal relationship－オープンなコミュニケーシ
ョンと信頼構築。 
  ⑧行動を重視している－起業家的なリーダーシップ Entrepreneurial leadershipとオピニオン・リーダーの参
加が必要。 































長岡大学 研究論叢 第７号（2009 年７月） 
 














































長岡大学 研究論叢 第７号（2009 年７月） 
 






うなハイテク産業集積地域として脚光を浴びたシリコンバレーとルート 128 地域を比較すると、なぜ 1980 年代後
































  では、どのように相互関連性を組み立てるか。サクセニアンは、地域産業システム region's industrial system の
概念を提起する。この概念は、企業の内部構造（組織）が企業間関係及び地域の社会構造や組織とどのような関
係を形成しているかを示す。地域産業システムの概念は経済と社会等との厳密な境界を想定した「産業組織
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  地域産業システム＝産業集積は、次の３つの側面（次元）でとらえられる。 
 ・地域の組織と文化（local institutions） 
  ・産業構造（industrial structure） 
  ・企業の内部構造（corporate organization） 
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  ヘリゲルは、論文「産業秩序と産業転換の政治学」のなかで、1970 年代～80 年代の技術革新＝マイクロエレク
トロニクス革命とグローバルな競争激化のなかで、うまく適応した西ドイツの機械産業を研究し、２つの適応パ




  ヘリゲルによれば、西ドイツの機械産業には、次の２つのパターン＝産業秩序 industrial order が抽出できると
いう。34) 
  ・自己完結企業型産業秩序 autarkic-firm-based industrial order 
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  このパターンは、「生産とその管理を行う組織的枠組みが地域に広がる形態」39）を指す。 
  この形態は、ビュルテンブルグ、バーデン、ラインラント西部、ルール南部などの、前工業化時代から手工業
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  とくに重要なのは、次の諸点であろう。 
  ・差別化製品（特殊機械）を生産し、市場を明確にしている（量産品ではない）。 
・集積を構成する中小企業は、競合して共倒れにならないように、機能分担＝分業関係を形成し協調するとい
う意志を共有している。ここには、企業間に対等なネットワークが形成されている。 
  ・産業団体は、この協調的企業間分業関係を維持、発展させる支援サービスを提供している。 
  ・大学は、企業の技術進歩、市場情報提供さらに人材育成の支援サービスを提供している。 
  ・自治体は、全般的企業支援政策（人材育成含む）を展開している。 
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章クラスターと競争」でクラスター論を包括的に展開している。英文の原著は MICHAEL E.PORTER“ON COMPETITION”
（Harvard Business School press,1998）の第７章“Clusters and Competition”。 
3) M.E.PORTER“ON COMPETITION”199頁 
4)ポーター前掲書 68 頁 
5) M.E.PORTER前掲書 198頁 
6) ポーター前掲書 78～79 頁 
7) M.E.PORTER前掲書 205頁 
8) ポーター前掲書 105 頁 
9) ポーター前掲書 106 頁 
10) M.E.PORTER前掲書 225頁 
11) ポーター前掲書 106～107頁 
12) ポーター前掲書 135 頁 
13) M.E.PORTER前掲書 246頁 
14) ポーター前掲書 136 頁 








1994 年 10 月刊）及びＰ．クルーグマン／Ｍ．オブズフェルド『国際経済・理論と政策第３版』（新世社、1996
年４月）を参照。クルーグマンは、これまでの経済学で無視されていた外部経済＝収穫逓増を取り込んだ貿易論、
景気循環論など 80年代の新しい経済学への強い関心を示した。 
22)Analee Saxenian『REGIONAL ADVANTAGE』ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾞｯｸｽ版(Harvard University Press、1995年８月）、174頁の
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９時半か 10 時の３時間クラスが、15 回で１コース。会場も参加しやすいように大学外の会場も多い。受講料は
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33)Gary B.Herrigel,”Industrial Order and the Politics of Industrial Change :Mechanical Engineering”,in Industry and 




35)原文は次の通り。The term industrial organization,however,typically presupposes a sharp distinction between the role 
of firms and that of social andpolitical institutions in the organization of production and its administration.Since the 
argument here is that,despite their defferences,both of the patterns of productive organization are deeply embedded in 
society,I refer to them as forms of industrial order.ibid,p186 
36)原文は次の通り。production and its administration are governed within the institutional boundaries of firms．ibid,p192 
37)原文は次の通り。The autarkic firms were ultimately embedded in society. The point is that flexible production and its 
administration were embedded entirely within the institutional boundaries of a firm．ibid,p197 
38)マイケル・Ｊ・ピオリ／チャールス・Ｆ・セーブル『第二の産業分水嶺』（山之内靖他訳、筑摩書房、） 
39)原文は次の通り。the institutional framework that governs production and its administration encompasses entire 
regions．ibid,p192 
40)原文は次の通り。the maintenance of order and the distribution of technical and material resources among 
independent producers bacame embedded in a host of relationships and institutions within the community and political 
structure of aregion．ibid,p200 
41)この部分の正確な原文は次の通り。Firms agree to specialize on particular lines of product and coordinate their 
choice of specialties with other firms in the same branch.The aim is to make sure that nobody produces machines that 
overlap with another firm's product market．ibid,p200 
42)原田誠司「産業集積の理論的諸問題」（長岡短期大学地域研究センター『地域研究』第７号、1997 年 10 月） 
（2009年７月 10日） 
